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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線基地局（ＲＢＳ）（１０２）において実施される、無線通信デバイス（１０３）の
ためのリソースをスケジューリングする方法であって、
　データの送信または受信がグラントされることを前記無線通信デバイス（１０３）に示
すようにダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）のビットフィールドを設定すること（Ｓ４）と
、
　前記ＤＣＩおよびダウンリンク制御チャネルが割り当てられるデータフレーム内の前記
ＤＣＩの位置に基づいて、前記無線通信デバイス（１０３）がデータを送信または受信す
るためのリソースのグラントを示すこと（Ｓ５）とを含み、
　前記ＤＣＩが受信されるショート送信時間間隔（ｓＴＴＩ）から既定の数の前記ｓＴＴ
Ｉで、アップリンク送信のために、グラントされた前記リソースがスケジューリングされ
る、方法。
【請求項２】
　前記無線通信デバイス（１０３）がアップリンク送信またはダウンリンク受信を実施す
る必要性を検出すること（Ｓ１）をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記データフレームを前記無線通信デバイス（１０３）に送信するための時間間隔を選
択すること（Ｓ３）をさらに含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
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　グラントされた前記リソースの標示の際に、前記無線通信デバイス（１０３）にデータ
を送信すること、または前記無線通信デバイス（１０３）からデータを受信すること（Ｓ
８）をさらに含む、請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＤＣＩ内で、アップリンク送信において送信されるべき復調用参照信号（ＤＭＲＳ
）の位置をシグナリングすることをさらに含む、請求項１から４のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項６】
　前記データフレーム内の前記ＤＣＩの前記位置が、ダウンリンクショート送信時間間隔
（ｓＴＴＩ）指数を用いて示される、請求項１から５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記無線通信デバイス（１０３）にグラントされるリソースの量およびデータの送信ま
たは受信のタイミングを決定すること（Ｓ２）をさらに含む、請求項１から６のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＤＣＩおよび前記データフレーム内の前記ＤＣＩの前記位置が、ＤＭＲＳ設定、デ
ータシンボル設定、および前記無線通信デバイス（１０３）のアップリンク送信またはダ
ウンリンク受信のための対応するデータフレームのショートＴＴＩ長を示す、請求項１か
ら７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　無線通信デバイス（１０３）のためのリソースをスケジューリングするように設定され
る無線基地局（ＲＢＳ）（１０２）であって、処理ユニット（１３１）およびメモリ（１
３３）を備え、前記メモリが、前記処理ユニットによって実行可能な命令（１３２）を含
み、それにより前記ＲＢＳ（１０２）が、データの送信または受信がグラントされること
を前記無線通信デバイス（１０３）に示すようにダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）のビッ
トフィールドを設定するように、および
　前記ＤＣＩおよびダウンリンク制御チャネルが割り当てられるデータフレーム内の前記
ＤＣＩの位置に基づいて、前記無線通信デバイス（１０３）がデータを送信または受信す
るためのリソースのグラントを示すように作動し、
　前記ＤＣＩが受信されるショート送信時間間隔（ｓＴＴＩ）から既定の数の前記ｓＴＴ
Ｉ時点において、アップリンク送信のために、グラントされた前記リソースがスケジュー
リングされる、無線基地局（ＲＢＳ）（１０２）。
【請求項１０】
　前記無線通信デバイス（１０３）がアップリンク送信またはダウンリンク受信を実施す
る必要性を検出するようにさらに作動する、請求項９に記載のＲＢＳ（１０２）。
【請求項１１】
　前記データフレームを前記無線通信デバイス（１０３）に送信するための時間間隔を選
択するようにさらに作動する、請求項９または１０に記載のＲＢＳ（１０２）。
【請求項１２】
　無線通信デバイス（１０３）において実施される、データ送信またはデータ受信がグラ
ントされる方法であって、
　無線基地局（ＲＢＳ）（１０２）からダウンリンク制御チャネルが割り当てられるデー
タフレームを受信すること（Ｓ５）と、
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）および前記データフレーム内の前記ＤＣＩの位置に基
づいて、データの送信または受信のグラントされたリソースを決定すること（Ｓ７）と、
を含み、
　前記ＤＣＩが受信されるショート送信時間間隔（ｓＴＴＩ）から既定の数の前記ｓＴＴ
Ｉで、アップリンク送信のために、グラントされた前記リソースがスケジューリングされ
る
、方法。
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【請求項１３】
　グラントされた前記リソースを使用して、前記ＲＢＳ（１０２）にデータを送信するこ
と、または前記ＲＢＳ（１０２）からデータを受信すること（Ｓ８）をさらに含む、請求
項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＤＣＩから、アップリンク送信において送信されるべき復調用参照信号（ＤＭＲＳ
）の位置を決定することをさらに含む、請求項１２または１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記データフレーム内の前記ＤＣＩの前記位置が、前記ＤＣＩが送信されるダウンリン
クショート送信時間間隔（ｓＴＴＩ）指数によって得られる、請求項１２から１４のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＤＣＩおよび前記データフレーム内の前記ＤＣＩの前記位置から、ＤＭＲＳ設定、
データシンボル設定、およびアップリンク送信またはダウンリンク受信のための対応する
データフレームのショートＴＴＩ長を決定することをさらに含む、請求項１２から１５の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記データフレーム内の前記ＤＣＩの前記位置から、グラントされたアップリンクリソ
ースのスケジューリングを決定することをさらに含む、請求項１２から１６のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項１８】
　受信された前記ＤＣＩについて、グラントされた前記リソースが、次のサブフレーム内
の対応するｓＴＴＩ指数におけるアップリンク送信のためにスケジューリングされる、請
求項１２から１７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　データ送信またはデータ受信がグラントされるかどうかを決定するように設定される無
線通信デバイス（１０３）であって、処理回路（１２１）およびメモリ（１２３）を備え
、前記メモリが、前記処理回路によって実行可能な命令（１２２）を含み、それにより前
記無線通信デバイス（１０３）が、
　無線基地局（ＲＢＳ）（１０２）からダウンリンク制御チャネルが割り当てられるデー
タフレームを受信するように、および
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）および前記データフレーム内の前記ＤＣＩの位置に基
づいて、データの送信または受信のグラントされたリソースを決定するように作動し、
　前記ＤＣＩが受信されるショート送信時間間隔（ｓＴＴＩ）から既定の数の前記ｓＴＴ
Ｉ時点において、アップリンク送信のために、グラントされた前記リソースがスケジュー
リングされている、無線通信デバイス（１０３）。
【請求項２０】
　グラントの標示の際に、前記無線通信デバイス（１０３）にデータを送信する、または
前記無線通信デバイス（１０３）からデータを受信するようにさらに作動する、請求項１
９に記載の無線通信デバイス（１０３）。
【請求項２１】
　前記ＤＣＩから、アップリンク送信において送信されるべき復調用参照信号（ＤＭＲＳ
）の位置を決定するようにさらに作動する、請求項１９または２０に記載の無線通信デバ
イス（１０３）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、短縮送信時間間隔（ＴＴＩ）での送信のシグナリングに関する。本開示は、
無線基地局（ＲＢＳ）、およびＲＢＳにおいて実施される、無線通信デバイスのためのリ
ソースをスケジューリングする方法にさらに関する。本開示はまた、無線通信デバイス、
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および無線通信デバイスにおいて実施される、データ送信またはデータ受信がグラントさ
れる方法にさらに関する。
【背景技術】
【０００２】
短いサブフレームを用いたレイテンシ低減
【０００３】
　パケットデータレイテンシは、ベンダ、オペレータ、およびさらにはエンドユーザ（速
度テストアプリケーションを介して）が定期的に測定する性能指標の１つである。レイテ
ンシ測定は、新しいソフトウェアリリースまたはシステムコンポーネントを検証するとき
、システムをデプロイするとき、およびシステムが商業運転にあるとき、無線アクセスネ
ットワークシステム寿命のすべてのフェーズにおいて行われる。
【０００４】
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）無線アクセス技術（ＲＡＴ）の前
世代よりも短いレイテンシは、Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）の設
計を導いた１つの性能指標であった。ＬＴＥはまた、今日では、移動体無線技術の前世代
よりも速いインターネットへのアクセスおよび低いデータレイテンシを提供するシステム
であると、エンドユーザにより認識される。
【０００５】
　パケットデータレイテンシは、システムの認知される反応性のために重要であるだけで
なく、システムのスループットに間接的に影響を与えるパラメータでもある。
【０００６】
　ハイパーテキスト転送プロトコル／伝送制御プロトコル（ＨＴＴＰ／ＴＣＰ）は、今日
インターネット上で使用される優勢なアプリケーションおよびトランスポート層プロトコ
ルスイートである。ＨＴＴＰアーカイブ（ｈｔｔｐ：／／ｈｔｔｐａｒｃｈｉｖｅ．ｏｒ
ｇ／ｔｒｅｎｄｓ．ｐｈｐ）によると、インターネットを介したＨＴＴＰベースのトラン
ザクションの典型的なサイズは、数１０Ｋバイトから最大１Ｍバイトの範囲にある。この
サイズ範囲では、ＴＣＰ低速開始期間は、パケットストリームの全トランスポート期間の
かなりの部分である。ＴＣＰ低速開始の間、性能はレイテンシ制限を受ける。故に、この
タイプのＴＣＰベースのデータトランザクションの場合、改善されたレイテンシは、平均
スループットを向上させるために比較的容易に示され得る。
【０００７】
　無線リソース効率は、レイテンシ低減によりプラスに影響を受ける可能性がある。より
低いパケットデータレイテンシは、特定の遅延限界内で可能な送信数を増大させる可能性
があり、したがって、より高いブロック誤り率（ＢＬＥＲ）ターゲットが、無線リソース
を解放して潜在的にはシステムの能力を向上させるデータ送信に使用される可能性がある
。
【０００８】
　パケットレイテンシ低減に関して言うと、取り組むべき１つの分野は、送信時間間隔（
ＴＴＩ）の長さに取り組むことによる、データおよび制御シグナリングのトランスポート
時間の低減である。ＬＴＥリリース８では、ＴＴＩは、１ミリ秒の長さの１つのサブフレ
ーム（ＳＦ）に相当する。１つのそのような１ｍｓのＴＴＩは、通常のサイクリックプレ
フィックスの場合は１４個の直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤＭ）またはシングルキ
ャリア周波数分割多重アクセス（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シンボル、および拡張サイクリックプ
レフィックスの場合は１２個のＯＦＤＭまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを使用することに
よって構築される。ＬＴＥリリース１３では、ＬＴＥリリース８　ＴＴＩよりもはるかに
短い、より短いＴＴＩでの送信を明記するという目標を持って、検討事項が２０１５年中
に開始された。
【０００９】
　より短いＴＴＩは、任意の継続時間を有し、かつ１ｍｓ　ＳＦ以内にいくつかのＯＦＤ
ＭまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに対するリソースを含むように決定され得る。一例とし
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て、ショートＴＴＩの継続時間は、０．５ｍｓ、すなわち、通常のサイクリックプレフィ
ックスの場合には７個のＯＦＤＭまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルであり得る。別の例とし
ては、ショートＴＴＩの持続時間は、２シンボルである。
【００１０】
アップリンクスケジューリンググラント
【００１１】
　既存の物理層ダウンリンク制御チャネル、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
）および強化されたＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）は、スケジューリング決定および電力制
御命令などのダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を伝えるために使用される。ＰＤＣＣＨお
よびｅＰＤＣＣＨは両方とも、１ｍｓ　ＳＦあたり１回送信される。
【００１２】
　現在、いくつかの異なるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットが存在しており
、アップリンクおよびダウンリンクリソース割り当てについては３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．
２１２を参照されたい。アップリンクスケジューリンググラントは、ＤＣＩフォーマット
０またはＤＣＩフォーマット４のいずれかを使用する。後者は、アップリンク空間多重化
をサポートするためのリリース１０に追加される。
【００１３】
　一般に、アップリンクスケジューリンググラントのためのＤＣＩは以下を含み得る。
●リソース割り当て情報
　○キャリアインジケータ
　○リソース割り当てタイプ
　○リソースブロック割り当て
●ＲＳおよびデータ関連情報
　○変調符号化方式（ＭＣＳ）
　○新データインジケータ
　○アップリンク復調用参照信号（ＤＭＲＳ）の巡回シフト
　○プリコーディング情報
　○送信電力制御
●その他の情報
　○サウンディング参照信号（ＳＲＳ）要求
　○チャネル状態情報（ＣＳＩ）要求
　○アップリンク（ＵＬ）指数（時分割複信（ＴＤＤ）用）
　○ＤＣＩフォーマット０／１Ａ標示（ＤＣＩフォーマット０および１Ａでのみ）
　○パディング
　○端末の無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）でスクランブルされた巡回冗長検査
（ＣＲＣ）
【００１４】
　ショートＴＴＩの長さ間の動的スイッチング
【００１５】
　述べたように、レイテンシを低減する１つのやり方は、ＴＴＩを減少させることであり
、また、１ｍｓの時間持続時間をリソースに割り振る代わりに、次いで、いくつかのＯＦ
ＤＭまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルなどのより短い持続時間をリソースに割り振る必要性
がある。これは、そのような短いスケジューリング割り振りの標示を可能にするユーザ機
器（ＵＥ）特有の制御シグナリングの必要性を示唆する。
【００１６】
　さらには、周波数利用効率を最適化するために、例えばレガシー１ｍｓ　ＴＴＩならび
により短いＴＴＩなど、ＴＴＩ持続時間を動的に切り替えることができる必要性も存在す
る（ＴＴＩが短いほど、より高いオーバーヘッドおよび／またはより劣った復調性能を招
き得るため）。
【００１７】
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　この出願全体を通して、ショートＰＤＳＣＨ（ｓＰＤＳＣＨ）およびショートＰＵＳＣ
Ｈ（ｓＰＵＳＣＨ）は、ショートＴＴＩでのダウンリンクおよびアップリンク物理共有チ
ャネルをそれぞれ示すために使用される。同様に、ショートＰＤＣＣＨ（ｓＰＤＣＣＨ）
は、ショートＴＴＩ（ｓＴＴＩ）、ＴＴＩよりも短い持続時間を有するｓＴＴＩでのダウ
ンリンク物理制御チャネルを示すために使用される。
【００１８】
　アップリンク送信において、各ショートＴＴＩのために送信されるＤＭＲＳを用いた１
つまたは複数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルは、ＴＴＩの長さが減少されるとき、オーバーヘ
ッドの増加および対応するデータレートの減少をもたらす。
【発明の概要】
【００１９】
　動作、例えば、フレーム構造および制御シグナリングの既存のやり方は、割り当てられ
た帯域幅内でのみ変動し得る、固定長１ｍｓのデータ割り当てのために設計される。具体
的には、現在のＤＣＩは、ＳＦ全体におけるリソース割り当てを規定する。アップリンク
送信のためのショートＴＴＩ持続時間の動的な設定を可能にする明確なソリューションは
存在しない。
【００２０】
　新規ＤＣＩフォーマットは、時間領域分割フィールドを導入することによってショート
ＴＴＩ設定をサポートするように規定され得る。しかしながら、この新規ＤＣＩフォーマ
ットは、サブフレームあたり１回のみ送信されるＰＤＣＣＨの使用に基づいて設計される
。したがって、ショートＴＴＩスケジューリング決定は、サブフレームごとにのみ行われ
得る。
【００２１】
　アップリンクにおけるショートＴＴＩ送信のための柔軟なＤＭＲＳは、各ｓＰＵＳＣＨ
について別個のＤＭＲＳグラントおよびデータグラントを導入することによって有効にさ
れ得る。この方法は、ｓＰＵＳＣＨの柔軟かつ高速の再設定を可能にし、それにより、Ｕ
Ｅが、ユーザデータを送信することなくＤＭＲＳを送信することが可能になる。しかしな
がら、ＤＭＲＳおよびデータグラントを別個にすることは、制御シグナリングオーバーヘ
ッドを増大させる。さらには、それは、異なるタイプのグラントがユーザによって正しく
検出されないというまれなケースに対処するための複雑性を増大させる。
【００２２】
　これまでのソリューションの欠点を克服するために、ｓＰＵＳＣＨの柔軟な設定を可能
にする高速グラントは、ＤＭＲＳおよびデータシンボル両方の位置および長さならびにシ
ョートＴＴＩの長さを示すことによって可能である。
【００２３】
　アップリンク高速グラントは、アップリンク送信のためのショートＴＴＩの柔軟な設定
、例えばサブフレーム内の柔軟なＴＴＩ長を可能にし、また、個々のＵＥのニーズに対し
てＴＴＩ長を調整することを可能にする。しかしながら、それは、より多くのシグナリン
グオーバーヘッドおよび高度なハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）設計も付加する。
シグナリングオーバーヘッドおよび実装複雑性が懸念であるときには、簡略化されている
が、有望なアップリンクショートＴＴＩ送信機能性、例えば、ＤＭＲＳ多重化および動的
なＤＭＲＳ挿入を依然としてサポートするアップリンクグラントが設計されるべきである
。
【００２４】
　アップリンクショートＴＴＩ送信のための他のシグナリング方法が可能である。アップ
リンクショートＴＴＩ設定、例えば、ＤＭＲＳおよびデータシンボルの形態にある参照シ
ンボルの位置、ならびに各ＴＴＩの長さは、各ＳＦに対して固定される。ショートＴＴＩ
設定は、ダウンリンクにおいてＳＦベースで送信される低速グラントによってシグナリン
グされ、それは、おそらくはユーザのグループに共通である。アップリンクショートＴＴ
Ｉ送信は、ユーザ特有でありかつダウンリンクにおいてシンボルベースで送信される、高
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速グラントによってスケジューリングされる。提案されるソリューションは、はるかに低
いシグナリングオーバーヘッドおよび実装複雑性を有するアップリンクショートＴＴＩ送
信をサポートする。
【００２５】
　このシグナリング方法の１つの欠点は、ショートＴＴＩ（ｓＴＴＩ）設定が低速グラン
トによってシグナリングされることに起因する、ｓＰＵＳＣＨ送信の設定に対する限られ
た柔軟性である。
【００２６】
　本開示の目的は、当該分野におけるこれらの問題のうちのいくつかを解決すること、ま
たは少なくとも軽減すること、したがって、ＲＢＳによって実施される、無線通信デバイ
スのリソースをスケジューリングする方法の改善を提供することである。
【００２７】
　この目的は、無線基地局（ＲＢＳ）において実施される、無線通信デバイスのためのリ
ソースをスケジューリングする方法によって、本開示の第１の態様において達成される。
本方法は、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）およびダウンリンク制御チャネルのデータフ
レーム内の上記ＤＣＩの位置に基づいて、無線通信デバイスがデータを送信または受信す
るためのリソースのグラントを示すことおよび／または発行することを含む。
【００２８】
　本目的は、無線通信デバイスのためのリソースをスケジューリングするように設定され
るＲＢＳによって、本開示の第２の態様において達成され、本ＲＢＳは、処理ユニットお
よびメモリを備え、上記メモリは、上記処理ユニットによって実行可能な命令を含み、そ
れにより、上記ＲＢＳが、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）およびダウンリンク制御チャ
ネルのデータフレーム内の上記ＤＣＩの位置に基づいて、無線通信デバイス（１０３）が
データを送信または受信するためのリソースのグラントを示すおよび／または発行するよ
うに作動する。
【００２９】
　この目的は、無線通信デバイスにおいて実施される、データ送信またはデータ受信がグ
ラントされる方法によって、本開示の第３の態様において達成される。本方法は、ＲＢＳ
からダウンリンク制御チャネルのデータフレームを受信することと、データの送信または
受信のグラントされたリソースが、ＤＣＩおよびダウンリンク制御チャネルのデータフレ
ーム内の上記ＤＣＩの位置に基づいて発行されるおよび／または示されるかどうかを決定
することとを含む。
【００３０】
　本目的は、データ送信またはデータ受信がグラントされるかどうかを決定するように設
定される無線通信デバイスによって、本開示の第４の態様において達成され、無線通信デ
バイスは、処理回路およびメモリを備え、上記メモリは、上記処理回路によって実行可能
な命令を含み、それにより、上記無線通信デバイスが、ＲＢＳからダウンリンク制御チャ
ネルのデータフレームを受信し、データの送信または受信のグラントされたリソースが、
ＤＣＩおよびダウンリンク制御チャネルのデータフレーム内の上記ＤＣＩの位置に基づい
て発行されるおよび／または示されるかどうかを決定するように作動する。
【００３１】
　１つの代替案において、データフレーム内の特定の位置にある１つまたは複数の特定の
ＤＣＩビットフィールドは、無線通信デバイス（本明細書ではＵＥとも称される）のため
のアップリンクにおいて送られるべき特定の情報を示す。例えば、ＤＬ　ｓＴＴＩ　０に
おけるＤＣＩビットフィールド“００”は、データの２つのシンボルが後に続くＤＭＲＳ
を示し得る一方、ＤＬ　ｓＴＴＩ　３におけるＤＣＩビットフィールド“０１”は、ＤＭ
ＲＳが後に続くデータの１つのシンボルを示すなどである。
【００３２】
　さらに、ダウンリンクにおいて特定のｓＴＴＩで送信されるＤＣＩは、ＤＣＩが送信さ
れた特定のｓＴＴＩから、既定の数のｓＴＴＩでのＵＬ送信をグラントする。
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【００３３】
　すなわち、ダウンリンクにおいてｓＴＴＩ　ｎでＤＣＩデータの形態で送信されるＵＬ
グラントが、ｓＴＴＩ　ｎ＋ｋでのＵＬ送信をスケジューリングする。例えば、１つのサ
ブフレームは、ＵＬおよびＤＬの両方における６個のｓＴＴＩから構成され得、ＵＬスケ
ジューリングタイミングがｎ＋ｋでありｋ＝６の場合、サブフレーム内でＤＬ　ｓＴＴＩ
指数＝ｏで送信されるＵＬグラントは、次のサブフレーム内でＵＬ　ｓＴＴＩ指数０での
ＵＬ送信をスケジューリングする。
【００３４】
　結論として、ＤＣＩおよびダウンリンク制御チャネルのデータフレーム内のＤＣＩの位
置は、ＤＭＲＳ設定、データシンボル設定、およびＵＥのアップリンク送信（またはダウ
ンリンク受信）のための対応するデータフレームのｓＴＴＩ長を示す。
【００３５】
　実施形態において、送信をシグナリングするため、特に短縮ＴＴＩ長での送信のための
新規方法が提供される。アップリンク送信は、ＤＬ　ｓＴＴＩにおいてシンボルベースで
送信される、高速ＤＣＩなどのＵＬ　ＤＣＩによってシグナリングされる。ＵＬ　ＤＣＩ
内のフィールドはＤＣＩの位置と一緒に、ＤＭＲＳ設定、データ設定、およびｓＴＴＩ長
を含む、スケジューリングされたアップリンクユーザデータ送信の設定を示す。同様に、
高速ＤＣＩ内のフィールドはＤＣＩの位置と一緒に、ＤＬ送信のためのＨＡＲＱ－ＡＣＫ
フィードバックのためのアップリンク制御チャネル送信の設定を示すために使用され得る
。
【００３６】
　同じ方法論が、ダウンリンクショートＴＴＩ送信をシグナリングするために使用され得
る。
【００３７】
　有利には、提案されるソリューションは、はるかに低いシグナリングオーバーヘッドお
よび実装複雑性を有するアップリンクショートＴＴＩ送信をサポートする。
【００３８】
　提案されるソリューションがシンボルベースでのアップリンクＴＴＩ送信の動的設定を
可能にすることは、さらに有利である。同時に、これは、ｓＴＴＩパターンの大半をサポ
ートする。
【００３９】
　提案されるソリューションはさらに有利には、サブフレーム内の固定のまたは異なるＴ
ＴＩ長、ＤＭＲＳ多重化、および動的なＤＭＲＳ挿入機能性をサポートし、それがＤＭＲ
Ｓオーバーヘッドを低減し、したがってアップリンクショートＴＴＩ送信のためのリソー
ス利用を改善し得る。
【００４０】
　したがって、ＤＬにおけるＤＣＩの位置が、ＤＣＩを構成するいくつかの制御情報ビッ
トと合わせて、ＵＬ　ｓＴＴＩ長、ＤＭＲＳ位置、ならびに制御およびデータチャネルの
ためのデータシンボル位置を示すために使用される、アップリンクショートＴＴＩ設定の
動的シグナリングのための新規アップリンクグラント手法。
【００４１】
　実施形態において、ＲＢＳは、無線通信デバイスがアップリンク送信またはダウンリン
ク受信を実施する必要性を検出する。
【００４２】
　実施形態において、ＲＢＳは、ダウンリンク制御チャネル上のデータフレームを無線通
信デバイスに送信するための時間間隔を選択する。
【００４３】
　さらなる実施形態において、ＲＢＳは、データの送信または受信がグラントされること
を無線通信デバイスに示すようにＤＣＩの１つまたは複数のビットフィールドを設定する
。
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【００４４】
　依然としてさらなる実施形態において、ＤＣＩのビットフィールドは、示されたグラン
トのためのＴＴＩ設定を示す。
【００４５】
　またさらなる実施形態において、ＤＣＩのビットフィールドが適切に設定され、上記Ｄ
ＣＩが、ＲＢＳによって決定されるように、ダウンリンク制御チャネルの上記データフレ
ーム内で適切な位置にある場合、グラントが示されるおよび／または発行される。
【００４６】
　別の実施形態において、ＲＢＳは、グラントの標示および／または発行の際に、無線通
信デバイスにデータを送信するか、または無線通信デバイスからデータを受信する。
【００４７】
　実施形態において、ＲＢＳは、上記ＤＣＩ内に、復調用参照信号（ＤＭＲＳ）を含む。
【００４８】
　依然として実施形態において、ダウンリンク制御チャネルのデータフレーム内の上記Ｄ
ＣＩの位置は、ダウンリンクｓＴＴＩ指数を用いて示される。
【００４９】
　別の実施形態において、ＲＢＳは、無線通信デバイスにグラントされるリソースの量お
よびデータの送信または受信のタイミングを決定する。
【００５０】
　さらに別の実施形態において、ＤＣＩおよびダウンリンク制御チャネルのデータフレー
ム内の上記ＤＣＩの位置は、ＤＭＲＳ設定、データシンボル設定、および無線通信デバイ
スのアップリンク送信またはダウンリンク受信のための対応するデータフレームのショー
トＴＴＩ長を示す。
【００５１】
　第５の態様において、コンピュータ実行可能命令を含むコンピュータプログラムが提供
され、このコンピュータ実行可能命令は、無線通信デバイス内に含まれる処理回路上で実
行されると、無線通信デバイスに第３の態様の方法のステップを実施させる。
【００５２】
　第６の態様において、コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品が提
供され、このコンピュータ可読媒体は、第５の態様に従うコンピュータプログラムをそこ
で具現化させる。
【００５３】
　第７の実施形態において、コンピュータ実行可能命令を含むコンピュータプログラムが
提供され、このコンピュータ実行可能命令は、ＲＢＳ内に含まれる処理回路上で実行され
るとき、ＲＢＳに第１の態様の方法のステップを実施させる。
【００５４】
　第８の態様において、コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品が提
供され、このコンピュータ可読媒体は、第７の態様に従うコンピュータプログラムをそこ
で具現化させる。
【００５５】
　全体的に、使用されるすべての用語は、本明細書で別途明示的に定義されない限りは、
本技術分野におけるそれらの通常の意味に従って解釈されるものとする。「１つの（ａ／
ａｎ／ｔｈｅ）要素、装置、コンポーネント、手段、ステップなど」へのすべての言及は
、別途明示的に記載されない限りは、その要素、装置、コンポーネント、手段、ステップ
などの少なくとも１つの例に言及するものとして公然と解釈されるものとする。本明細書
に開示される任意の方法のステップは、明示的に記載されない限り、開示される正確な順
序で実施されなければならないわけではない。
【００５６】
　本開示はこれより、添付の図面を参照して、例を用いて説明される。
【図面の簡単な説明】
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【００５７】
【図１】実施形態に従うアップリンクショートＴＴＩ送信をサポートするための提案され
るシグナリング方法のフローチャートを例証する図である。
【図２】サブフレーム内の２シンボルＤＬ　ｓＴＴＩ設定の例示的な実施形態を例証する
図である。
【図３－１】ＤＬ　ｓＴＴＩから送信される高速ＵＬ　ＤＣＩのビットフィールドとスケ
ジューリングされたｓＰＵＳＣＨの設定とのマッピングの例示的な実施形態を例証する図
である。２、３、および７シンボルのｓＴＴＩ長のみが、ｓＰＵＳＣＨではサポートされ
る。
【図３－２】ＤＬ　ｓＴＴＩから送信される高速ＵＬ　ＤＣＩのビットフィールドとスケ
ジューリングされたｓＰＵＳＣＨの設定とのマッピングの例示的な実施形態を例証する図
である。２、３、および７シンボルのｓＴＴＩ長のみが、ｓＰＵＳＣＨではサポートされ
る。
【図４－１】図３に示されるＵＬ高速ＤＣＩビットフィールドマッピングに基づいて、Ｄ
ＭＲＳ多重化／共有でサブフレーム内の８個の２シンボルｓＴＴＩ設定をシグナリングす
る例示的な実施形態を例証する図である。
【図４－２】図３に示されるＵＬ高速ＤＣＩビットフィールドマッピングに基づいて、Ｄ
ＭＲＳ多重化／共有でサブフレーム内の８個の２シンボルｓＴＴＩ設定をシグナリングす
る例示的な実施形態を例証する図である。
【図５】図３に示されるＵＬ高速ＤＣＩビットフィールドマッピングに基づいて、ＤＭＲ
Ｓ多重化／共有なしでサブフレーム内の６個の２／３シンボルアップリンクｓＴＴＩ設定
をシグナリングする例示的な実施形態を例証する図である。
【図６－１】図３に示されるＵＬ高速ＤＣＩビットフィールドマッピングに基づいて、Ｄ
ＭＲＳ共有を用いたサブフレーム内の６個の２／３シンボルアップリンクｓＴＴＩ設定を
シグナリングする例示的な実施形態を例証する図である。
【図６－２】図３に示されるＵＬ高速ＤＣＩビットフィールドマッピングに基づいて、Ｄ
ＭＲＳ共有を用いたサブフレーム内の６個の２／３シンボルアップリンクｓＴＴＩ設定を
シグナリングする例示的な実施形態を例証する図である。
【図７】図３に示されるＵＬ高速ＤＣＩビットフィールドマッピングに基づいて、サブフ
レーム内の７シンボルアップリンクｓＴＴＩ送信をシグナリングする例示的な実施形態を
例証する図である。
【図８－１】ＤＬ　ｓＴＴＩから送信される高速ＵＬ　ＤＣＩのビットフィールドとスケ
ジューリングされたｓＰＵＳＣＨの設定とのマッピングの例示的な実施形態を例証する図
である。２、４、および７シンボルのｓＴＴＩ長が、アップリンクｓＴＴＩ送信ではサポ
ートされる。
【図８－２】ＤＬ　ｓＴＴＩから送信される高速ＵＬ　ＤＣＩのビットフィールドとスケ
ジューリングされたｓＰＵＳＣＨの設定とのマッピングの例示的な実施形態を例証する図
である。２、４、および７シンボルのｓＴＴＩ長が、アップリンクｓＴＴＩ送信ではサポ
ートされる。
【図９】図８に示されるＵＬ高速ＤＣＩビットフィールドマッピングに基づいて、ＤＭＲ
Ｓ多重化／共有を用いたサブフレーム内の８個の２シンボルアップリンクｓＴＴＩ設定を
シグナリングする例示的な実施形態を例証する図である。
【図１０】図８に示されるＵＬ高速ＤＣＩビットフィールドマッピングに基づいて、ＤＭ
ＲＳ多重化／共有なしでサブフレーム内の６個の２／３シンボルｓＴＴＩ設定をシグナリ
ングする例示的な実施形態を例証する図である。
【図１１－１】図８に示されるＵＬ高速ＤＣＩビットフィールドマッピングに基づいて、
ＤＭＲＳ共有を用いたサブフレーム内の６個の２／３シンボルアップリンクｓＴＴＩ設定
をシグナリングする例示的な実施形態を例証する図である。
【図１１－２】図８に示されるＵＬ高速ＤＣＩビットフィールドマッピングに基づいて、
ＤＭＲＳ共有を用いたサブフレーム内の６個の２／３シンボルアップリンクｓＴＴＩ設定
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をシグナリングする例示的な実施形態を例証する図である。
【図１２】図８に示されるＵＬ高速ＤＣＩビットフィールドマッピングに基づいて、サブ
フレーム内の７シンボルアップリンクｓＴＴＩをシグナリングする例示的な実施形態を例
証する図である。
【図１３】図８に示されるＵＬ高速ＤＣＩビットフィールドマッピングに基づいて、サブ
フレーム内の４シンボルアップリンクｓＴＴＩをシグナリングする例示的な実施形態を例
証する図である。
【図１４－１】ＤＬ　ｓＴＴＩから送信される高速ＤＬ　ＤＣＩのビットフィールドとス
ケジューリングされたｓＰＵＣＣＨの設定とのマッピングの例示的な実施形態を例証する
図である。２、４、および７シンボルのｓＴＴＩ長が、アップリンクｓＰＵＣＣＨ送信で
はサポートされる。
【図１４－２】ＤＬ　ｓＴＴＩから送信される高速ＤＬ　ＤＣＩのビットフィールドとス
ケジューリングされたｓＰＵＣＣＨの設定とのマッピングの例示的な実施形態を例証する
図である。２、４、および７シンボルのｓＴＴＩ長が、アップリンクｓＰＵＣＣＨ送信で
はサポートされる。
【図１４－３】ＤＬ　ｓＴＴＩから送信される高速ＤＬ　ＤＣＩのビットフィールドとス
ケジューリングされたｓＰＵＣＣＨの設定とのマッピングの例示的な実施形態を例証する
図である。２、４、および７シンボルのｓＴＴＩ長が、アップリンクｓＰＵＣＣＨ送信で
はサポートされる。
【図１５－１】図１４に示されるＤＬ高速ＤＣＩビットフィールドマッピングに基づいて
、サブフレーム内の２、３、４、および７シンボルｓＰＵＣＣＨ　ｓＴＴＩの使用をシグ
ナリングする例示的な実施形態を例証する図である。
【図１５－２】図１４に示されるＤＬ高速ＤＣＩビットフィールドマッピングに基づいて
、サブフレーム内の２、３、４、および７シンボルｓＰＵＣＣＨ　ｓＴＴＩの使用をシグ
ナリングする例示的な実施形態を例証する図である。
【図１６ａ】実施形態に従う無線通信デバイスを例証する図である。
【図１６ｂ】実施形態に従うＲＢＳを例証する図である。
【発明を実施するための形態】
【００５８】
　これより実施形態は、特定の実施形態が示される添付の図面を参照して、これ以降より
完全に説明されるものとする。多くの異なる形態にある実施形態が想起され、本明細書に
明記される実施形態に限定されるものとして解釈されるべきではなく、むしろ、これらの
実施形態は、この開示が徹底的かつ完全であるように例として提供され、当業者に本範囲
を完全に伝えるものである。同様の番号は、説明全体を通して同様の要素を指す。
【００５９】
　先に述べたように、アップリンク送信において、各ショートＴＴＩのために送信される
ＤＭＲＳを用いた１つまたは複数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルは、ＴＴＩの長さが減少され
るとき、オーバーヘッドの増加および対応するデータレートの減少をもたらす。
【００６０】
　オーバーヘッドを低減するため、いくつかの送信器からの参照信号は、同じＳＣ－ＦＤ
ＭＡシンボルへと多重化され得るが、異なる送信器からのユーザデータは、別個のＳＣ－
ＦＤＭＡシンボルで送信される。
【００６１】
　さらに、ダウンリンクショートｓＰＤＳＣＨは、同じＵＥへの最近のＤＭＲＳ送信が発
生していた場合には、必ずしもＤＭＲＳを含まなくてもよい。ダウンリンクショートＴＴ
Ｉ内のＤＭＲＳの存在が、ｓＰＤＣＣＨにおいてシグナリングされるか、またはＵＥが、
ＤＭＲＳが存在するか否かの２つの仮定の下で送信を盲目的に復号することを試みるかの
いずれかである。この動的なＤＭＲＳ挿入は、ショートＴＴＩ内のアップリンク送信のた
めのｓＰＵＳＣＨにも適用され得る。
【００６２】
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　さらには、アップリンクグラントのためのＤＣＩは、２つの部分、すなわち、低速グラ
ントおよび高速グラントに分割され得る。低速グラントは、周波数リソース割り当て情報
を含む。このグラントは、ダウンリンクにおいてＳＦベースで送信され、それはユーザの
グループに共通である。高速グラントは、ユーザ特有であり、それは、ダウンリンクにお
いてシンボルベースで送信される。アップリンク送信のためのショートＴＴＩ継続時間の
動的な設定は、高速グラントにおいて伝達される情報に基づいて実施される。
【００６３】
　シグナリング方法は、実施形態に従うアップリンクショートＴＴＩ送信をサポートする
ために提案される。この方法は、ＲＢＳ１０２が無線基地局を示し、ＷＣＤ１０３が無線
通信デバイスを示す図１のフローチャートを参照して以下に説明される。
【００６４】
　一般的なシグナリング手順
【００６５】
　無線基地局：
【００６６】
　Ｓ１．無線通信デバイス１０３のためのデータの必要性を任意選択的に検出する。例え
ば、無線基地局１０２は、例えば、無線通信デバイス１０３へ向けたデータを受信するこ
とによって、または無線通信デバイス１０３からの送信要求を受信することによって、無
線通信デバイス１０３が、ダウンリンクにおいてデータを受信する、またはアップリンク
においてデータを送信する必要性があることを検出する。
【００６７】
　Ｓ２．ＤＭＲＳ（復調用参照信号）を含む無線通信デバイス１０３との通信のための時
間およびリソースの量を任意選択的に取り決める。
【００６８】
　Ｓ３．ダウンリンク制御チャネルを送信するための時間間隔を任意選択的に選択する。
例えば、特定のダウンリンクｓＴＴＩ指数が、ＤＣＩが送信される場合には選択される。
【００６９】
　Ｓ４．ＤＣＩ（ダウンリンク制御情報、例えば、高速ＤＣＩ）内のビットフィールドを
決定する。
【００７０】
　Ｓ５．ＤＣＩ（例えば、高速ＤＣＩ）を含むダウンリンク制御チャネルを送信する。例
えば、無線基地局１０２は、ＤＣＩおよびダウンリンク制御チャネルのデータフレーム内
のＤＣＩの位置に基づいて、無線通信デバイス１０３がデータを送信または受信するため
のグラントを示すおよび／または発行する。ならびに、
【００７１】
　Ｓ８．任意選択的に、示されたおよび／または発行されたグラントに従って、データを
無線通信デバイス１０３に送信する（から受信する）。
【００７２】
　無線通信デバイス：
【００７３】
　Ｓ６．ダウンリンク制御チャネルを受信および復号する。例えば、受信したＤＣＩを復
号する。
【００７４】
　Ｓ７．ＤＣＩおよび復号された制御チャネルの位置に基づいて通信のためのＤＭＲＳを
含む設定を決定する。
【００７５】
　Ｓ８．任意選択的に、示されたおよび／または発行されたグラントに基づいて、データ
をＲＢＳ１０２に送信する（から受信する）。
【００７６】
　したがって、ＤＣＩのビットフィールドおよびＤＣＩの位置は、示されたおよび／また
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は発行されたグラントによって約束されたデータ送信／受信のために受諾されるべき特定
のＴＴＩ設定を示す。
【００７７】
　送信のための設定へのＤＣＩ内のビットフィールドのマッピング
【００７８】
　実施形態において、送信のための設定へのＤＣＩ内のフィールドのマッピングは、受信
したＤＣＩと対応する送信との間の時間持続時間ができり限り短くなるように、レイテン
シ最適化された手法に基づいて規定される。この手法は、他のＤＬ　ＴＴＩと比較してい
くつかのＤＬ　ＴＴＩにおいてより多くのＤＣＩ設定をサポートする必要性を結果として
もたらし得る。ここでは、この時間持続時間の下限は、ＵＥにおける処理能力に依存し得
る。
【００７９】
　別の実施形態において、送信のための設定へのＤＣＩ内のフィールドのマッピングは、
送信のためのサポートされる設定の数が異なるＤＬ　ＴＴＩ間で等しく分散されるように
、およびシグナリングに必要とされるビットの数が最小限であるように、負荷分散手法に
基づいて規定される。
【００８０】
　１つの実施形態において、より短いＴＴＩは、より長いｓＴＴＩと比較して、より短い
アップリンクスケジューリングタイミング（受信したＤＣＩと対応するアップリンク送信
との間の時間）を有する。例えば、２／３シンボルｓＴＴＩは、７シンボルｓＴＴＩと比
較してより短いアップリンクスケジューリングタイミングを有する。１つの実施形態にお
いて、第１のＯＦＤＭ／ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル内に参照信号を有するｓＴＴＩは、同じ
長さを有するがｓＴＴＩの第１のＯＦＤＭシンボル内にユーザデータを有するｓＴＴＩと
比較して、より短いアップリンクスケジューリングタイミング（受信したＤＣＩと対応す
るアップリンク送信との間の時間）を有する。例えば、第１のシンボル内で送信されるＤ
ＭＲＳ、ならびにｓＴＴＩの第２および第３のシンボル内で送信されるデータで設定され
る３シンボルｓＴＴＩは、最後のシンボル内で送信されるＤＭＲＳ、ならびにｓＴＴＩの
第１の２シンボル内で送信されるデータで設定される３シンボルｓＴＴＩと比較して、よ
り短いアップリンクスケジューリングタイミングを有する。
【００８１】
　理解されるように、ダウンリンク（ＤＬ）送信は、スマートフォン、タブレット、スマ
ートウォッチ、ゲーム機、テレビセットなどの無線通信デバイスに対して無線基地局（Ｒ
ＢＳ）によって実施される。これは、一般的にはユーザ機器と称される。ＬＴＥでは、Ｒ
ＢＳは、エボルブドＮｏｄｅＢ（ｅＮｏｄｅＢ）と、５Ｇの場合はｇＮｏｄｅＢと称され
る。したがって、アップリンク（ＵＬ）送信は、ＲＢＳに対して無線通信デバイスによっ
て実施される。
【００８２】
　実施形態において、アップリンクデータリソースは、ＤＬショートＴＴＩにおいてシン
ボルベースで（または、１つもしくは複数のシンボルおきに）送信されるＵＬ高速ＤＣＩ
によってスケジューリングされる。ＵＬ高速ＤＣＩ内のフィールドは、ＵＬ高速ＤＣＩが
送信されるＤＬ　ｓＴＴＩの指数と一緒に、ＤＭＲＳ設定、データシンボル設定、および
ショートＴＴＩ長を含む、スケジューリングされたアップリンクｓＴＴＩ送信の設定を示
す。
【００８３】
　実施形態において、アップリンク制御チャネル送信のためのリソースは、ＤＬにおいて
シンボルベースで（または、１つもしくは複数のシンボルおきに）送信されるＤＬ高速Ｄ
ＣＩによってスケジューリングされる。ＤＬ高速ＤＣＩなどのＤＣＩ内のフィールドは、
ＤＬ高速ＤＣＩなどのＤＣＩが送信される位置と一緒に、ＤＭＲＳ設定、データシンボル
設定、および／またはショートＴＴＩ長を含む、スケジューリングされたアップリンク制
御チャネル送信の設定を示す。
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【００８４】
　以下において、例示的な実施形態は、短縮ＴＴＩ長でのアップリンクデータチャネル送
信およびアップリンク制御チャネル送信のグラントをどのようにシグナリングするかにつ
いて説明される。
【００８５】
　アップリンクデータチャネル送信のための設定へのＤＣＩ内のビットフィールドのマッ
ピング
【００８６】
　実施形態において、アップリンクｓＴＴＩ設定およびＵＬ高速ＤＣＩ内でシグナリング
されるフィールドのマッピングは、ＤＬ　ｓＴＴＩ　内の受信したアップリンクＤＣＩと
ＵＬ　ｓＴＴＩにおけるアップリンク送信との間の時間持続時間ができる限り短くなるよ
うに、レイテンシを最適化するための手法に基づいて規定される。時間持続時間は、ＵＥ
における処理能力に依存する。
【００８７】
　別の実施形態において、アップリンクｓＴＴＩ設定およびＵＬ高速ＤＣＩ内でシグナリ
ングされるフィールドのマッピングは、ＵＬ　ｓＴＴＩ設定の数が、異なるＤＬ　ｓＴＴ
Ｉ間で等しく分散されるように、およびシグナリングに必要とされるビットの数が減少さ
れるように、負荷分散手法に基づいて規定される。
【００８８】
　ＤＬ　ｓＴＴＩの数およびＵＬ　ｓＴＴＩの数がサブフレーム内で同じ場合、最適化レ
イテンシ手法および負荷分散手法に基づいたマッピングソリューションは同じである。す
なわち、アップリンクｓＴＴＩ設定およびＵＬ高速ＤＣＩ内でシグナリングされるフィー
ルドのマッピングは、ＤＬ　ｓＴＴＩとＵＬ　ｓＴＴＩとの固定された一対一のマッピン
グに基づいて規定される。
【００８９】
　１つの実施形態において、より短いＴＴＩは、より長いＴＴＩと比較してグラントと送
信との間により短い時間を有する。
【００９０】
　さらなる実施形態において、第１のＯＦＤＭ　シンボル内に参照信号を有するＴＴＩは
、同じ長さを有するがＴＴＩの第１のＯＦＤＭ　シンボル内にユーザデータを有するＴＴ
Ｉと比較して、グラントと送信との間により短い時間を有する。
【００９１】
　以下において、いくつかの例示的な実施形態は、負荷分散手法に基づいてビットフィー
ルドマッピングをどのように設定するかについて与えられる。
【００９２】
　これらの例示的な実施形態は、以下の仮定に基づく。
【００９３】
　１．２／３ｏｓ　ＤＬショートＴＴＩパターンが図２に示され、ここでは、最初の３つ
のＯＦＤＭシンボルが、ＰＤＣＣＨのために使用される（「ｏｓ」はＯＦＤＭシンボルを
示す）。
【００９４】
　２．ｓＰＵＳＣＨ送信のためのｓＴＴＩ数ＮにおけるＵＬグラントでの最小ＵＬスケジ
ューリングタイミングは、以下である。
　－　２ｏｓのアップリンクショートＴＴＩの場合、Ｎ＋６のＴＴＩタイミング。これは
、グラントの最後のｏｓとＵＬ送信の最初のｏｓとの間に少なくとも９～１０のｏｓ処理
を可能にする（５ショートＴＴＩ）。
　－　４ｏｓのアップリンクショートＴＴＩの場合、Ｎ＋５のＴＴＩタイミング。これは
、グラントの最後のｏｓとＵＬ送信の最初のｏｓとの間に１６のｏｓ処理を可能にする（
４ショートＴＴＩ）。
　－　７ｏｓのアップリンクショートＴＴＩの場合、Ｎ＋４のＴＴＩタイミング。これは
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、グラントの最後のｏｓとＵＬ送信の最初のｏｓとの間に２１のｏｓ処理を可能にする（
３ショートＴＴＩ）。
【００９５】
　したがって、図２は、無線基地局によって示されるおよび／または発行されるグラント
により約束されるような無線通信デバイスのデータ送信／受信のために受諾されるべき特
定のＴＴＩ設定が、ＤＣＩのビットフィールドおよびＤＣＩの位置、例えばＤＬ　ｓＴＴ
Ｉ指数によって示されるサブフレームを示す。
【００９６】
　長さ２、３、および７のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのアップリンクｓＴＴＩデータチャネ
ル送信の動的シグナリング
【００９７】
　ＵＬ高速ＤＣＩ内の２ビットのフィールドは、ＤＬ　ｓＴＴＩ指数と一緒に、異なるア
ップリンクショートＴＴＩ設定を示すために使用され得る。ビットフィールドマッピング
の例示的な実施形態は、図３に示される。この例では、第１のＤＬ　ｓＴＴＩは、ＵＬ高
速ＤＣＩを送るために使用されない。
【００９８】
　図３に見られるように、例えば、左上の例証図において、ダウンリンクのサブフレーム
内のＤＣＩの実際の位置は、ＤＣＩの値と併せて、グラントがＵＬデータを送信するまた
はＤＬデータを受信するために無線通信デバイスに対して示されるおよび／または発行さ
れるかどうかを決定する。
【００９９】
　見られ得るように、ＤＬ　ｓＴＴＩ１は、ＤＬサブフレーム内のＤＣＩの特定の位置を
示す一方、ＤＣＩの値、すなわち、ＤＣＩビットフィールド内に表される値は、特定の設
定を示す。この特定の実施形態においては、４つの異なる設定（０－３）が可能である。
【０１００】
　したがって、ＤＬ　サブフレーム内のＤＣＩの特定の位置（例えば、特定のＤＬ　ｓＴ
ＴＩ指数）は、特定のＤＣＩ値と併せて、特定の設定を表す。例えば、ＤＬ　ｓＴＴＩ指
数＝“３”で送信される“２”の値を有するＤＣＩは、無線通信デバイスがデータを送信
または受信するための示されたおよび／または発行されたグラントを表すことが想起され
得る。この特定の例において、ＤＬ　ｓＴＴＩ指数＝“３”で送信される“２”の値を有
するＤＣＩは、ＵＬ　ｓＴＴＩ指数＝７でのＤＭＲＳのアップリンク送信およびＵＬ　ｓ
ＴＴＩ指数＝８でのデータのアップリンク送信を示す。
【０１０１】
　図全体を通して、“Ｒ”で示されるアップリンクシンボルはＤＭＲＳを運び、空白シン
ボルはデータを運ぶ。
【０１０２】
　図３に示されるように、異なるｓＴＴＩ長はまた、ＤＣＩおよびその位置で示され得る
。ＤＬ　ｓＴＴＩ指数＝“３”で送信される“２”の値を有するＤＣＩの先の例は、２シ
ンボルのｓＴＴＩ長を示すが、ＤＬ　ｓＴＴＩ指数＝“３”で送信される“３”の値を有
するＤＣＩは、７シンボルのｓＴＴＩ長を示す。
【０１０３】
　したがって、実施形態において、ＤＣＩおよびダウンリンク制御チャネルのデータフレ
ーム内の上記ＤＣＩの位置は、ＤＭＲＳ設定、データシンボル設定、および無線通信デバ
イスのアップリンク送信のための対応するデータフレームのｓＴＴＩ長を示す。
【０１０４】
　図４は、図３に示されるＵＬ高速ＤＣＩビットフィールドマッピングを使用することに
よって、サブフレーム内の８個の２シンボルアップリンクショートＴＴＩ送信を設定する
例示的な実施形態を例証する。図４の矢印は、異なるｓＰＵＳＣＨ送信のためのＵＬスケ
ジューリングタイミングを示す。各ＤＬ　ｓＴＴＩの下のボックス内の数字は、ｓＰＵＳ
ＣＨ送信をシグナリングするためにこのＤＬ　ｓＴＴＩから送信されるＵＬ高速ＤＣＩに
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おいて使用されるビットフィールドの値である。
【０１０５】
　例えば、２つのＵＬ高速ＤＣＩが、０および１にそれぞれ設定されたビットフィールド
値を有する「ＤＬ　ｓＴＴＩ指数１」から送信される。次いで、図３に示されるビットフ
ィールドマッピングルールに基づいて、これら２つのＵＬ高速ＤＣＩは、２つのアップリ
ンクｓＴＴＩ送信、例えば、図４ではＵＬ　ｓＴＴＩ　０およびＵＬ　ｓＴＴＩ１をシグ
ナリングする。図４ａ）では、１のビットフィールド値を有するＵＬ高速ＤＣＩが、ＤＬ
　ｓＴＴＩ指数２から送信され、したがって、アップリンクｓＴＴＩ送信は、シンボル指
数５でＤＭＲＳ、およびシンボル指数６、すなわち、図４ａ）に示される「ＵＬ　ｓＴＴ
Ｉ２」でデータを送信するという設定でスケジューリングされる。図４ｂ）に示されるよ
うに、「ＵＬ　ｓＴＴＩ２」と「ＵＬ　ｓＴＴＩ３」との間でのＤＭＲＳ共有をサポート
することも可能であり、ここでは、「ＵＬ　ｓＴＴＩ２」内で送信されるＤＭＲＳは、「
ＵＬ　ｓＴＴＩ３」内で送信されるデータのチャネル予測のために使用される。したがっ
て、「ＵＬ　ｓＴＴＩ３」内のシンボル５は、ＤＭＲＳではなくデータ送信のために使用
される。このＤＭＲＳ共有は、「ＤＬ　ｓＴＴＩ指数３」から１のビットフィールド値を
有するＵＬ高速ＤＣＩを送信することによって有効にされる。
【０１０６】
　異なるアップリンクショートＴＴＩ送信は、異なるＤＬ　ｓＴＴＩから送信されるＵＬ
高速ＤＣＩの異なる組み合わせを使用することによって動的に設定され得る。図５は、Ｄ
ＭＲＳ多重化または共有なしでサブフレーム内の６個の２および３シンボルアップリンク
ショートＴＴＩ送信を設定する例示的な実施形態を例証する。図６に示されるように連続
したｓＴＴＩのＤＭＲＳ共有をサポートすることも可能であり、ここでは、ＤＭＲＳは、
各スロットの第２のｓＴＴＩまたは第３のｓＴＴＩ内で送信されない。
【０１０７】
　図７は、図３に示されるＵＬ高速ＤＣＩマッピングを使用することによって、サブフレ
ーム内で２個の７ｏｓ　ｓＰＵＳＣＨ送信をシグナリングする例示的な実施形態を例証す
る。
【０１０８】
　２シンボルｓＴＴＩの場合、１つのサブフレーム内のすべてまたはいくつかのＵＬ　Ｄ
ＣＩは、後続サブフレーム内のＵＬグラントを示している。したがって、ＵＬ　ＤＣＩは
、同じサブフレーム内のＵＬグラントには使用されない。７シンボルｓＴＴＩの場合、１
つのサブフレーム内のＵＬ　ＤＣＩは、次の次のサブフレーム内のＵＬグラントを常に示
している。
【０１０９】
　長さ２、３、４、および７のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルのアップリンクｓＴＴＩデータチ
ャネル送信の動的シグナリング
【０１１０】
　例えば、４シンボルのｓＴＴＩ長のサポートまたは２－シンボルｓＴＴＩの他のＤＭＲ
Ｓ設定のサポートなど、より多くのＵＬ　ｓＴＴＩ設定がサポートされる必要がある場合
、先に説明されるような２ビットと比較して、より多くのビットがＵＬ高速ＤＣＩ内のフ
ィールドに追加される必要があるか、または、ＰＤＣＣＨを含む第１のＤＬ　ｓＴＴＩが
、ＵＬ高速ＤＣＩを送信するために使用されることを必要とするかのいずれかである。
【０１１１】
　以下において、例示的な実施形態は、２、３、４、および７シンボルのｓＴＴＩ長がサ
ポートされるときに、アップリンクｓＴＴＩ送信のシグナリングをどのように始めるかに
ついて説明される。
【０１１２】
　先の実施形態と同様に、ＵＬ高速ＤＣＩ内の２ビットのフィールドは、ＤＬ　ｓＴＴＩ
指数と一緒に、異なるアップリンクｓＴＴＩ設定を示すために使用され得る。ビットフィ
ールドマッピングの例示的な実施形態は、図８に示される。この例示的な実施形態におい
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て、第１のＤＬ　ｓＴＴＩ（ＰＤＣＣＨに割り当てられる）は、ＵＬ高速ＤＣＩを送るた
めに使用されるということに留意されたい。
【０１１３】
　図９～図１３において、図８に示されるＵＬ高速ＤＣＩビットフィールドマッピングを
使用することによって、異なるｓＴＴＩ長のためにサブフレーム内のアップリンクｓＴＴ
Ｉ送信を動的に設定する例示的な実施形態の例証が提供される。
【０１１４】
　２シンボルｓＴＴＩの場合、１つのサブフレーム内の大半のＵＬ　ＤＣＩは、後続サブ
フレーム内のＵＬグラントを示している。しかしながら、ＰＤＣＣＨ内で送信されるＤＬ
　ＤＣＩは、同じサブフレーム内のＵＬグラントに使用されてもよく、図９の例証図を参
照されたい。代替のマッピングは、すべてのＤＬ　ＤＣＩがＵＬ　ＤＣＩを有するサブフ
レーム後のサブフレーム内のＵＬグラントを示すように規定されてもよい。
【０１１５】
　７シンボルｓＴＴＩの場合、１つのサブフレーム内のＵＬ　ＤＣＩは、図１２のように
次の次のサブフレーム内のＵＬグラントを常に示している。
【０１１６】
　４シンボルｓＴＴＩの場合、１つのサブフレーム内のＵＬ　ＤＣＩは、図１３のように
次のサブフレーム内のＵＬグラントを常に示している。
【０１１７】
　アップリンクｓＴＴＩ　制御チャネル送信の動的シグナリング
【０１１８】
　これまでは、ショートＴＴＩ内でアップリンクデータチャネル設定を動的にシグナリン
グする方法が論じられた。以下では、例示的な実施形態は、ショートＴＴＩ内でショート
アップリンク制御チャネル（ｓＰＵＣＣＨ）設定を動的にシグナリングする方法について
説明される。ＤＬデータのためのＨＡＲＱはアップリンク制御チャネルで送信されるため
、そのようなチャネルの標示は高速ＤＬ　ＤＣＩ内にあるべきである。
【０１１９】
　高速ＤＬ　ＤＣＩ内で２ビットを規定することによって、ＵＥは、ＰＵＳＣＨのための
高速ＵＬ　ＤＣＩと同様に、ＤＬ　ｓＴＴＩロケーションあたり４つの異なるｓＰＵＣＣ
Ｈオプションについて、ＤＣＩを送るように命令され得、図１４の例を参照されたい。こ
のやり方では、最大４つの異なるｓＰＵＣＣＨパターンがＤＬ　ｓＴＴＩパターンのため
にサポートされる。この例は図１５に示され、ここでは、高速ＤＬ　ＤＣＩ内でシグナリ
ングされるｓＰＵＣＣＨ　ＴＴＩは、４つの異なるｓＰＵＣＣＨパターンへと組み合わさ
れる。
【０１２０】
　上の例示的な実施形態は、１４シンボル（レガシー）長の場合はｓＰＵＣＣＨ設定指数
を有する高速ＤＬ　ＤＣＩを含むことによっても、例えば４シンボル設定を削除すること
によって、修正され得る。これは、ｓＰＵＣＣＨの良好なカバレッジを確実にするために
使用され得る。
【０１２１】
　実施形態において、ダウンリンク送信は、ＤＬにおいてシンボルベースで（または、１
つもしくは複数のシンボルおきに）送信されるＤＬ高速ＤＣＩによってスケジューリング
される。ＤＬ高速ＤＣＩ内のフィールドは、ＤＬ高速ＤＣＩが送信される位置と一緒に、
ＤＭＲＳ設定、データシンボル設定、および／またはＴＴＩ長を含む、スケジューリング
されたダウンリンク送信の設定を示す。
【０１２２】
　アップリンク送信の設定へのＤＣＩのフィールドのマッピングのために提案される同じ
方法論が、ＤＬ送信にも同様に使用され得る。
【０１２３】
　スロット長およびＴＤＤ使用
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【０１２４】
　７シンボル（すなわち、スロット長）ＤＬ　ＴＴＩでの動作の場合、ＵＬ　ＴＴＩもま
た、７シンボル（スロット長）でなければならない。したがって、特定のｓＰＵＳＣＨま
たはｓＰＵＣＣＨ設定を示す必要はない。先のセクションで説明されるようにＵＬ送信を
示すために高速ＤＬおよびＵＬ　ＤＣＩ内で規定される２ビットが、依然として、スロッ
ト長ＤＬ　ＴＴＩ内の高速ＤＣＩのためにも規定され得る。
【０１２５】
　１つの実施形態において、ＤＬおよびＵＬ　ＤＣＩ内の２ビットは、ＤＬ　ｓＴＴＩ長
が７シンボルであるとき、ＰＵＳＣＨおよびｓＰＵＣＣＨのためのＵＬ内のレガシー長（
１４シンボル）ＴＴＩを示すために使用される。
【０１２６】
　さらに別の実施形態において、ＤＬ　ＴＴＩ長が７シンボル（スロット長）であるとき
、１４シンボルＵＬ　ＴＴＩのための異なる設定が、高速ＤＬおよびＵＬ　ＤＣＩ内の２
ビットを使用してシグナリングされる。これらの設定は、ｎ＋４タイミングと比較して、
例えば、ｎ＋２またはｎ＋３タイミングであり得る。１つの例として、第１の指数はスロ
ット長ＵＬを示すため、第２の指数はｎ＋４タイミングで１４シンボルＵＬをシグナリン
グするため、第３の指数はｎ＋３タイミングで１４シンボルＵＬをシグナリングするため
、第４の指数はｎ＋２タイミングで１４シンボルＵＬをシグナリングするために使用され
る。
【０１２７】
　しかしながら、ＵＬおよびＤＬにおけるスロット長動作でのＴＤＤにおいては、将来の
ＵＬ　ＴＴＩのセットが高速ＵＬ　ＤＣＩを用いてスケジューリングされることを示す必
要性があり得る。１つの実施形態において、上のセクションで規定される高速ＵＬ　ＤＣ
Ｉ内の２ビットは、この目的のために再使用される。別の実施形態において、高速ＤＬ　
ＤＣＩ内の２ビットは、ダウンリンク割り振り指数（ＤＡＩ）を送信するために再使用さ
れる。
【０１２８】
　図１６ａは、実施形態に従う無線通信デバイス１０３（以下ではＵＥと称される）を例
証する一方、図１６ｂは、実施形態に従うＲＢＳ１０２を例証する。
【０１２９】
　実施形態に従ってＵＥ１０３によって実施されるアクションは、１つまたは複数のマイ
クロプロセッサの形態で埋め込まれた処理回路１２１によって実施され得、この１つまた
は複数のマイクロプロセッサは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、フラッシュメモリ
、またはハードディスクドライブなどの、マイクロプロセッサと関連付けられた記憶媒体
１２３にダウンロードされたコンピュータプログラム１２２を実行するように構成される
。
【０１３０】
　処理回路１２１は、コンピュータ実行可能命令を含む適切なコンピュータプログラム１
２２が、記憶媒体１２３にダウンロードされ、処理回路１２１によって実行されるとき、
無線通信デバイス１０３に実施形態に従ってアクションを実行させるように構成される。
記憶媒体１２３はまた、コンピュータプログラム１２２を備えるコンピュータプログラム
製品であってもよい。代替的に、コンピュータプログラム１２２は、好適なコンピュータ
プログラム製品を用いて、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）またはメモリスティックな
どの記憶媒体１２３に転送され得る。さらなる代替案として、コンピュータプログラム１
２２は、ネットワークを介して記憶媒体１２３にダウンロードされ得る。処理回路１２１
は、代替的に、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）
、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、複合プログラマブル論理デバイ
ス（ＣＰＬＤ）などの形態で具現化され得る。
【０１３１】
　実施形態に従って図１６ｂのＲＢＳ１０２によって実施されるアクションは、１つまた
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は複数のマイクロプロセッサの形態で具現化された処理回路１３１によって実施され得、
この１つまたは複数のマイクロプロセッサは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、フラ
ッシュメモリ、またはハードディスクドライブなどの、マイクロプロセッサと関連付けら
れた記憶媒体１３３にダウンロードされたコンピュータプログラム１３２を実行するよう
に構成される。処理回路１３１は、コンピュータ実行可能命令を含む適切なコンピュータ
プログラム１３２が、記憶媒体１３３にダウンロードされ、処理回路１３１によって実行
されるとき、ＲＢＳ１０２に実施形態に従ってアクションを実行させるように構成される
。記憶媒体１３３はまた、コンピュータプログラム１３２を備えるコンピュータプログラ
ム製品であってもよい。代替的に、コンピュータプログラム１３２は、好適なコンピュー
タプログラム製品を用いて、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）またはメモリスティック
などの記憶媒体１３３に転送され得る。さらなる代替案として、コンピュータプログラム
１３２は、ネットワークを介して記憶媒体１３３にダウンロードされ得る。処理回路１３
１は、代替的に、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、複合プログラマブル論理デバ
イス（ＣＰＬＤ）などの形態で具現化され得る。
【０１３２】
　実施形態において、無線通信デバイスのためのリソースをスケジューリングするように
設定されるＲＢＳが提供される。ＲＢＳは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）およびダウ
ンリンク制御チャネルのデータフレーム内の上記ＤＣＩの位置に基づいて、無線通信デバ
イスがデータを送信または受信するためのリソースのグラントを示すおよび／または発行
するようにさらに設定される。
【０１３３】
　したがって、ＲＢＳは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）およびダウンリンク制御チャ
ネルのデータフレーム内の上記ＤＣＩの位置に基づいて、無線通信デバイスがデータを送
信または受信するためのリソースのグラントを示すおよび／または発行するための手段を
含む。
【０１３４】
　実施形態において、ＲＢＳは、処理回路およびメモリを備え、上記メモリは、上記処理
回路によって実行可能な命令を含み、それにより、上記ＲＢＳが、ダウンリンク制御情報
（ＤＣＩ）およびダウンリンク制御チャネルのデータフレーム内の上記ＤＣＩの位置に基
づいて、無線通信デバイスがデータを送信または受信するためのグラントされたリソース
を示すおよび／または発行するように作動する。
【０１３５】
　さらなる実施形態において、無線通信デバイスが提供される。無線通信デバイスは、Ｒ
ＢＳからダウンリンク制御チャネルのデータフレームを受信し、ダウンリンク制御情報（
ＤＣＩ）およびダウンリンク制御チャネルのデータフレーム内の上記ＤＣＩの位置に基づ
いてデータの送信または受信のグラントされたリソースが示されるおよび／または発行さ
れることを決定するように設定される。
【０１３６】
　したがって、無線通信デバイスは、ＲＢＳからダウンリンク制御チャネルのデータフレ
ームを受信するための手段、ならびにデータの送信または受信のグラントされたリソース
がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）およびダウンリンク制御チャネルのデータフレーム内
の上記ＤＣＩの位置に基づいて示されるおよび／または発行されるかどうかを決定するた
めの手段を含む。
【０１３７】
　さらなる実施形態において、無線通信デバイスは、処理回路およびメモリを備え、上記
メモリは、上記処理回路によって実行可能な命令を含み、それにより、上記無線通信デバ
イスが、ＲＢＳからダウンリンク制御チャネルのデータフレームを受信するように、なら
びにデータの送信または受信のグラントされたリソースが、ダウンリンク制御情報（ＤＣ
Ｉ）およびダウンリンク制御チャネルのデータフレーム内の上記ＤＣＩの位置に基づいて
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示されるおよび／または発行されるかどうかを決定するように作動する。
【０１３８】
　本開示は主に、いくつかの実施形態を参照して上に説明されている。しかしながら、当
業者には容易に理解されるように、上に開示されるものとは別の実施形態が、添付の特許
請求項によって規定されるように、本開示の範囲内で等価に可能である。
 

【図１】 【図２】



(21) JP 6814880 B2 2021.1.20

【図３－１】 【図３－２】

【図４－１】 【図４－２】



(22) JP 6814880 B2 2021.1.20

【図５】 【図６－１】

【図６－２】 【図７】



(23) JP 6814880 B2 2021.1.20

【図８－１】 【図８－２】

【図９】 【図１０】



(24) JP 6814880 B2 2021.1.20

【図１１－１】 【図１１－２】

【図１２】 【図１３】



(25) JP 6814880 B2 2021.1.20

【図１４－１】 【図１４－２】

【図１４－３】 【図１５－１】



(26) JP 6814880 B2 2021.1.20

【図１５－２】 【図１６ａ】

【図１６ｂ】



(27) JP 6814880 B2 2021.1.20

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  リー，　チンヤー
            スウェーデン国　エスエー－４１７　５８　イェーテボリ，　ステンボクスガータン　５－１２０
            １
(72)発明者  ファルコネッティ，　レティシア
            スウェーデン国　エスエー－１７７　６１　イェルフェッラ，　ニーボーダヴェーゲン　８
(72)発明者  サーリン，　ヘンリック
            スウェーデン国　エスエー－４３５　４１　メルンリュック，　カルクステーンスヴェーゲン　１
(72)発明者  ヴィークストレーム，　グスタフ
            スウェーデン国　エスエー－１８７　３０　タビー，　アレンドヴェーゲン　２３

    審査官  桑原　聡一

(56)参考文献  Ericsson，Definition of DCI bit fields for short TTI[online]，  3GPP TSG-RAN WG1#84b  
                R1-163323，２０１６年　４月１１日，インターネット＜URL:http://www.3gpp.org/ftp/tsg_r
              an/WG1_RL1/TSGR1_84b/Docs/R1-163323.zip＞
              Ericsson，Downlink control signaling design for short TTI[online]，  3GPP TSG-RAN WG1#
              84b    R1-163322，２０１６年　４月１１日，インターネット＜URL:http://www.3gpp.org/ftp/
              tsg_ran/WG1_RL1/TSGR1_84b/Docs/R1-163322.zip＞

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　　　７／２４－７／２６
              Ｈ０４Ｗ　　　４／００－９９／００
              ３ＧＰＰ　　　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　　　ＳＡ　　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　　　ＣＴ　　ＷＧ１、４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

